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概要
多数のコンピュータが相互に接続され、さまざまなサービスが提供されてきている。ここでは、それらのサービスの概略を説明し、そのサービスの中で重要である、電子メールの利用とWWWによる情報検索について説明する。
電子メール・WWWを利用するには、ネットワーク環境に合うようにコンピュータを設定しなければならない。そのような設定の必要性が理解できるように、若干の原理的な解説も行う。
さまざまな「インターネット」
· inter-network：コンピュータネットワークの相互接続
· Internet Protocol：インターネットプロトコル（プロトコル＝通信規約）
· the Internet (the Net)：IPを使った世界規模のコンピュータネットワーク
· the internet：IP以外のものを含む世界規模のコンピュータネットワーク
· internet：（一般名詞）インターネット　　（動詞）インターネットする
インターネット上のコンピュータの識別方法・サービス
インターネットには数千万台のコンピュータが接続されているといわれている。サービス授受の立場によって、コンピュータは次のように区別されている。
· サーバ（サーバー;server）：サービスを提供するコンピュータ
· クライアント（client）：サービスを利用するコンピュータ
通常、1台のサーバで複数のサービスを提供している。そのため、サービスを利用するとき、どのコンピュータのどのサービスを利用するかを指定しなければならない。
コンピュータの指定方法
IPアドレス
IPアドレスはコンピュータを区別する32ビット値である。原則として、異なるコンピュータには同一番号をつけてはならない。32ビットでは232（約40億）台のコンピュータまで番号付けられる。IPアドレスはネットワーク管理者等から割り当てられる。
32ビットのままで表現すると桁数が多くなり、見にくい。そのため、32ビットを8ビットごとに４つに分け、各8ビットを10進数（0～255）に直し、その値を「.」（ドット）で区切って並べて表す。
名前
IPアドレスでは覚えにくいため、階層的な名前を使う指定方法が用意されている。IPアドレスと名前の対応表を記憶しているコンピュータをDNS(Domain Name Service; Domain Name System)サーバという。
www.kyoritsu-pub.co.jpという名前が付けられたコンピュータを例に挙げよう。最右の「jp」がトップレベルドメイン名(TLDと略す)、右から2番目の「co」が第2ドメイン名（SLD）、右から3番目「kyoritsu-pub」が第3ドメイン名（ThLD）と呼ばれている。
日本では、ドメイン名の管理は株式会社日本レジストリサービス（http://jprs.jp/）が行っている。
[bookmark: _GoBack]サービスの指定方法
通常、1台のサーバで複数のサービスを提供している。サービスを区別するために番号がつけられている。その番号をポート番号という。
サービスにはさまざまなものがあり、代表的なサービス名と対応するポート番号が、Windowsシステム内のSERVICESファイルに記述されている。
電子メール
電子メールとは
電子メールは通常の郵便物と同様に宛先を指定し、コンピュータネットワークを利用して文字情報を送受信する方式である。文字以外の画像情報等については、送信側で文字情報に変換され、受信側で文字情報から変換される。
コンピュータネットワークを利用するので、電話のように迅速に情報が送れる。また、通常の郵便物が郵便箱に入れられるように、送られた情報は受信側のコンピュータに一時保管されるため、受信者が不在でも送ることができる。
電子メール送受信のサービスをするコンピュータをメールサーバと呼ぶ。利用方法としては、
· 利用者がメールサーバを遠隔操作してメールを送受信する。
· 利用者が手元のコンピュータのメールソフトを用いてメールを送受信する。メールソフトは手元のコンピュータとメールサーバ間の情報の送受信をする。
がある。
電子メールアドレス
電子メールを送るには、宛先を指定しなければならない。その宛先のことを電子メールアドレスという。電子メールアドレスは次のような形式で表す。
	ユーザ名@メールサーバ名
電子メールソフトを使う方法
電子メールソフト
電子メールソフトは電子メールが送受信できるソフトウェアである。電子メールソフトを用いると、手元のコンピュータからメールが送受信できるようになる。
電子メールソフトはSMTPとPOPというサービス（プロトコル）を使って、メールサーバとの送受信をしている。
電子メールソフトの種類
電子メールソフトには、多くの種類がある。
WWW（World Wide Web）
WWW
WWWは欧州核物理学研究所（European Center for Nuclear Research．CERN）で開発された文書システムである。文書中に他の文書へのジャンプ（リンク）コマンドを埋め込むことができ、そのリンクコマンドで世界中のWWWサーバの文書が指定できる。そのため、有機的な情報の結合ができる。
WWWはHTTP(HyperText Transfer Protocol)というサービス（プロトコル）を用いており、ポート番号は通常80を使う。大部分の文書はHTML(HyperText Markup Language)形式で記述されている。
URL(Uniform Resource Locator)
URLはリンクコマンドで利用される形式で、次のように表す。
	プロトコル名://WWWサーバ名/サーバ内でのHTML文書を示すパス名
［サーバ内でのHTML文書を示すパス名］を省略した場合、サーバであらかじめ設定されている文書をリンクする。
代表的なブラウザ
WWWで提供されている情報を表示するソフトをWWW（Web）ブラウザと呼んでいる。WWWブラウザにはさまざまなものがあるが、代表的なものとして、
· Internet Explorer
· Google Chrome
がある。
プロキシサーバ
組織によっては（ネットワークの種々の状況により）、ブラウザが直接WWWサーバからではなく、プロキシサーバという中継用のサーバを通して情報を引き出すようにしているところもある。そのときは、ブラウザの設定項目でプロキシサーバを指定する。
情報検索
世界中には、非常に多くのWWWサーバがあるため、どのサーバがどういう情報を提供しているかを調べることができれば便利である。キーワードから、該当するWWWサーバ一覧を表示してくれる検索サービス（検索エンジン）がある。検索サービスを行っている代表的なWWWサーバ（検索サイト）を下に示す。
検索サービスには、WWWサーバの運用者が登録申請をするディレクトリ型と、自動的に情報を収集するロボット型がある。一般に、ディレクトリ型は情報が整理されているが登録件数に限りがあり、ロボット型はその逆である。

検索サイト
http://www.yahoo.co.jp/	ディレクトリ型
http://www.goo.ne.jp/	ディレクトリ型
http://www.infoseek.co.jp/	ディレクトリ型
http://www.google.co.jp/	ロボット型

電子メールを使ったサービス
メーリングリスト
登録メンバーへの同報通信。メーリングリスト専用のメールアドレスにメールを送ることにより、登録メンバーに同一のメッセージを送る。メンバー数が多い場合やメンバー構成が頻繁に変わる場合、有効な形態である。
「メーリングリスト」をキーワードとして検索サイトで検索すると、非常に多くのメーリングリストがあることが確認できる。自由に無料で登録できるものも多い。　
電子メールマガジン
登録すると電子メール形式で雑誌のような記事が送られてくるものに電子メールマガジンがある。有料・無料、定期・不定期等さまざまな形態がある。
多くの電子メールマガジンがhttp://www.mag2.com/（まぐまぐ）やhttp://www.melma.com/（メルマ！）等に登録されている。
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